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STO-O22-018 

令和 4 年 5 月 12 日 

株式会社グローバル・ニュークリア・フュエル・ジャパン 

 

令和 3 年度 事業者防災訓練 訓練課題対応資料 

 

１．令和 3 年度事業者防災訓練課題 

令和 4 年 2 月 15 日に実施した令和 3 年度事業者防災訓練において確認された課題を下記のカテゴリー

に分類し、それぞれに対する原因分析、対策案を検討した結果を表 1 に示す。令和 4 年度訓練において

これらの改善を確認する。 

 

(1) 状況把握 

(ア) 気象情報の活用 

(2) 応急復旧 

(ア) 現場対応の改善 

(3) モニタリング 

(ア) モニタリング計画の活用 

 

２．内部レベルアップ課題 

令和 3 年度事業者防災訓練において確認された課題のうち、内部レベルアップ課題を下記のカテゴリー

に分類し、それぞれに対する原因分析、対策案を検討した結果を表 2 に示す。 

 

(1) 応急復旧 

(ア) コミュニケーション方法 

(イ) 戦略シートの運用 

(2) ERC との情報共有 

(ア) 共有情報管理（COP 内容の整理） 

(イ) 施設状況シートの運用 

(ウ) ERC 対応者への情報提供 

(3) FAX 

(ア) 5W1H の意識 

(イ) 適切な情報の記載 

(ウ) 様式の改善 

(エ) 記載内容の明確化 
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表 1 令和 3 年度事業者防災訓練課題 

分類 項目 ①あるべき姿、②問題点／課題、③原因、④対策 

(1)状況把握 (ア )気象情

報の活用 

①あるべき姿； 

気象情報の確認方法を明確にし、全体で情報を共有

して活用する。 

②問題点／課題； 

気象情報が適切なタイミングで必要とするところに

共有できていなかった。 

③原因； 

気象情報を、誰がどのように確認して活用するのか

明確になっておらず、一部の関係者にしか共有がで

きていなかった。 

また、これまで気象情報を付与情報として固定した

訓練を実施してきたことも原因の一つであると考え

られる。 

④対策； 

いつ誰が確認し、どの班がどのように気象情報を活

用するのか検討し、原子力災害対応マニュアルに手

順を定める。また、今後の訓練では気象情報を予め

固定せず、状況に応じて変化させるなど、うまく活

用できる付与情報として提供する。これらの気象情

報の活用について、総合訓練等を通じて技量の向上

を図る。 
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分類 項目 ①あるべき姿、②問題点／課題、③原因、④対策 

(2)応急復旧 (ア )現場対

応の改善 

 

①あるべき姿； 

複数の事象が同時に発生した場合でも、現場指揮者

が円滑に現場を指揮する。 

②問題点／課題； 

今回の訓練は、初めて複数の事象（本震発生、負傷

者の発生、ウラン粉末の屋外漏えい等）が短時間で

発生する想定で実施したが、現場指揮者の指示の遅

れにより、現場対応に遅れが生じた。 

③原因； 

放射線管理班の現場指揮者が、本部への報告及び指

示を受けつつ、現場の放射線管理班と除染班の活動

要員への指示をそれぞれに伝えているため、負担が

大きくなっている。 

④対策； 

米国（FEMA）の ICS を参考に現場の除染班と放射

線管理班を指揮する現場指揮者をそれぞれ確保する

等の体制の改善について、要素訓練等を通じて検討

を行い、実効性のある体制になるように構築する。

また、除染班にも本部と現場の通信ラインを確保し

てコミュニケーション方法の改善を図る。これらの

体制及びコミュニケーション方法を踏まえた現場対

応について、要素訓練を行い技量の向上を図る。 
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分類 項目 ①あるべき姿、②問題点／課題、③原因、④対策 

(3)モニタリ

ング 

 

(ア )モニタ

リング計画

の活用 

 

①あるべき姿； 

COP を正確に策定し作業を実施する。また、定めら

れた COP は ERC と情報を共有する。 

②問題点／課題； 

敷地境界の放射性物質濃度測定について、放射線等

モニタリング計画シートのフォーマットに項目はあ

ったものの計画ができず、測定が必要な項目を明確

にしてモニタリング計画の策定ができていなかっ

た。また、本部から ERC 対応者への COP に関する

状況を説明するための情報共有が一部不足してい

た。 

③原因； 

モニタリング計画シートが全体的に細かく、優先順

位等も無いものであった。また、作成した COP は基

本的に文字情報のため、ERC からの質問に対してグ

ラフィックでの情報を別途本部へ要求することにな

った。 

④対策； 

戦略シート、モニタリング計画シートを用いて計画

や進捗状況を技術班及び放射線管理班がまとめ、必

要な補足情報と共に ERC 対応者に配布する。モニタ

リング計画シートについては、戦略シート同様に目

次と詳細のシートに分けて、見やすく説明がしやす

いものへ様式を改善する。これらの事象対応をしな

がら COP を作成することについて、要素訓練を実

施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



5 

 

表 2 内部レベルアップ課題 

分類 項目 ①あるべき姿、②問題点／課題、③原因、④対策 

(1)応急復旧 (ア) コミュ

ニケーショ

ン方法 

①あるべき姿； 

各作業の開始、完了の情報は本部内で共有されてい

る。 

②問題点／課題； 

本部にて、管理区域外に飛散したウラン回収作業の

開始を正確に把握できておらず、本部内で錯誤が生

じた。 

③原因； 

各作業において、完了の報告は本部全体への報告と

して上がっているが、開始についての報告は本部全

体への報告として上がらない状況であった。 

④対策； 

コミュニケーション方法の改善を検討する。また、

原子力災害対応マニュアルでは応急復旧の策定まで

を定めており、開始や完了の情報共有方法について

は明確に定められていなかったため、手順をマニュ

アルに明記する。 

(イ )戦略シ

ートの運用 

①あるべき姿； 

COP に必要な情報が漏れなく記載され、内容が正し

く全体で共有できている。 

②問題点／課題； 

既に開始されている作業の時刻が、戦略シートの実

績欄に反映されていなかった。また、戦略シートの

改訂版作成時に戦略項目の一部を削除したが、削除

理由が ERC に伝えられていなかった。 

③原因； 

原子力災害対応マニュアルにて、計画に進捗が生じ

た場合は戦略シートを改訂するよう明記していた

が、修正・削除については明確になっていなかった。 

④対策； 

戦略シートの改訂版作成時に、修正・削除を行った

場合は改訂版に修正点が分かるように記載をする。

例えば削除をする場合は見え消しで修正し、配布時

は削除理由を伝えるようにする。改善した運用方法

を原子力災害対応マニュアルに定める。 



6 

 

分類 項目 ①あるべき姿、②問題点／課題、③原因、④対策 

(2)ERC との

情報共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ア)共有情

報管理

（COP 内容

の整理） 

①あるべき姿； 

定められた COP について、正確に ERC と情報を共

有する。 

②問題点／課題； 

戦略シートを作成し、速やかに FAX 送信がされてい

たが、作成した様式の戦術部分が抜けていた。また、

ERC への説明において、戦略内容を正しく説明でき

ていなかった。 

③原因； 

戦略シートの見た目（戦略、戦術）が同じに見えて

紛らわしく、FAX 送信を依頼された情報連絡班は、

シートが重複していると思い、一部を抜いた状態で

FAX を送信した。また、ERC 対応では戦略のみを見

て質問が出たため、戦術全てを初見で把握できてい

なかった ERC 対応者の回答が正確ではない回答と

なった。 

④対策； 

異なるシート（戦略、戦術）を識別できるように改

善する。また、シートにはページ番号を記載するな

どして、誰が送信をする場合でも識別できるよう、

コミュニケーションの改善も含めて検討をする。改

善した内容を原子力災害対応マニュアルに定める。 
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分類 項目 ①あるべき姿、②問題点／課題、③原因、④対策 

(2)ERC との

情報共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ )施設状

況シートの

運用 

①あるべき姿； 

必要な情報が漏れなく記載できる様式になっている

こと。 

②問題点／課題； 

施設状況シートは本震後速やかに FAX 送信がされ

ていたが、第 2 成型室の閉じ込め機能が「×」とだ

け記載されており、理由が記載されていなかったた

め判断内容がシートから読み取れなかった。 

③原因； 

シートに理由を記載する欄を設けていなかった。 

④対策； 

原子力災害対応マニュアルを見直し、シートに備考

欄を設ける。 

(ウ)ERC 対

応者への情

報提供 

①あるべき姿； 

情報を的確に伝えるため、図面や写真をできる限り

使用し ERC へ伝達する。 

②問題点／課題； 

扉養生の範囲、ウラン粉末漏えい箇所、漏えいした

ウラン粉末の状態など、ERC へ伝達する際に図面や

写真を使用した方が的確に状態が伝わる場面があっ

た。 

③原因； 

図面の活用については改善事項として取り組んでお

り、ERC 保管資料を活用した説明など改善の効果が

確認されているが、追加で提示する情報への図面や

写真の利用等にまだ向上の余地がある。 

④対策； 

図面集（屋内、屋外）を放射線管理班、除染班、技術

班、工務班にも配備し、戦略シートの添付として提

供する。また、写真はこれまで活用できていなかっ

たため、写真での情報入手等の運用方法について検

討する。 
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分類 項目 ①あるべき姿、②問題点／課題、③原因、④対策 

(3)FAX 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ア ) 5W1H

の意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①あるべき姿； 

各様式で記載することを定めている内容について、

記載漏れや誤記がなく正確な最新の情報がされてい

ること。これらが原子力災害対応マニュアルと記載

例等を活用することにより、恒常的に達成できるこ

と。 

②問題点／課題； 

警戒事態該当事象発生連絡（第 2 報）において、SE05

事象に該当しないことを確認と記載したが、根拠等

の記載が不足していた。 

③原因； 

EAL 判断のような重要情報を記載する際に 5W1H

を意識できていなかった。 

④対策； 

5W1H の where（屋外漏えい箇所）、how（飛散した

エリアの空気中放射性物質濃度を計算シートで評

価）、why（保守的な推定値が SE05 の判断基準を下

回るので）が分かるように、重要な情報については

5W1H を意識して作成すること、及び必要に応じて

EAL判断フローに情報を記載し添付することを周知

し、要素訓練で技量の向上を図る。 
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分類 項目 ①あるべき姿、②問題点／課題、③原因、④対策 

(3)FAX 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ )適切な

情報の記載 

①あるべき姿； 

各様式で記載することを定めている内容について、

記載漏れや誤記がなく、過不足のない正確な最新の

情報が記載されていること。これらが原子力災害対

応マニュアルと記載例等を活用することにより、恒

常的に達成できること。 

②問題点／課題； 

⚫ 警戒事態該当事象発生連絡（第 1 報）、第 10 条通報

（第 3 報、第 4 報）において、モニタリングポスト

の測定値が発生後（最大）しか記載されていなかっ

た。また、その他の欄が空欄のままであった。 

⚫ 第 10 条通報（第 3 報、第 4 報）は 2 枚綴りで通報

をしたが、送付時間や通信障害リスクを低減するた

めにも 1 枚で記載すべきであった。 

③原因； 

モニタリングポスト値は表示装置が現在値のみの表

示であり、必要な情報の入手方法やどこまで記載す

べきなのか明確になっていなかった。また、その他

の欄については原子力災害対応マニュアルの記載例

も空欄のため、そのまま空欄とした。 

④対策； 

⚫ モニタリングポストの測定値は、クロノロツールか

ら直近の値を確認し記載することを周知する。 

⚫ 原子力災害対応マニュアルの見直しを行い、特に記

載すべき事項が無い場合は「なし」等の記載を行う。 

⚫ 第 10 条通報は 1 枚で集約し通報するよう記載内容

を検討する。 

⚫ 上記内容について要素訓練で技量の向上を図る。 
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分類 項目 ①あるべき姿、②問題点／課題、③原因、④対策 

(3)FAX 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ウ )様式の

改善 

 

①あるべき姿； 

適切な記載ができる手順及び様式になっているこ

と。 

②問題点／課題； 

⚫ 第 25 条通報（第 5 報、第 6 報）の添付について、放

射線モニタリングの状況の記載欄は複数あるが、記

録を追加して記載せず上書きしてしまった。 

③原因； 

他のモニタリング値等は直近のデータに更新する形

式になっており、モニタリングポスト値だけ時系列

で追記する形式になっているため混乱が生じた。 

④対策； 

⚫ 放射線モニタリングの状況の記載欄を 1 つにし

て、直近の値を記録する。時系列についてはク

ロノロツールから表とグラフを印刷し添付す

る。 

⚫ 上記内容について要素訓練で技量の向上を図

る。 

(エ )記載内

容の明確化  

 

①あるべき姿； 

確認時刻の定義が明確化で、記載する単位が統一さ

れている。 

②問題点／課題； 

FAX に記載する確認時刻（測定開始か、測定終了か、

報告を受けた時刻かなど）が明確にされていない。 

また、単位（cpm,Bq/cm3）について統一されていな

い。 

③原因； 

定義の明確化や使用する単位の検討が不十分であっ

た。 

④対策； 

モニタリング値の意味を踏まえて、何の時刻を記載

すべきか検討し、定義を明確化する。また、EAL の

判断基準、測定結果、報告値の単位等を確認し統一

する。これらについて、原子力災害対応マニュアル

及び様式に反映する。 

 

 


